
TM

イネドロオイムシ

コブノメイガ

トビイロウンカ

ヒメトビウンカ

Z E X A L O N  P A D E E T

水稲 殺虫剤/育苗箱・移植時側条施用剤

移植時側条施用 高密度は種対応

TM コルテバ・アグリサイエンスならびにその関連会社商標
CYAZYPYR®、パディート®は、FMC Corporationまたはその米国およびその他の国の子会社・関連会社の登録商標です。



●使用前にはラベルをよく読んでください。　　●ラベルの記載以外には使用しないでください。　　●本剤は小児の手の届く所には置かないでください。　　●防除日誌を記帳しましょう。

本資料は2022年3月9日現在の知見に基づいて制作しております。

2387（24-5）

水稲用殺虫剤

箱粒剤

特長

◆ 新農薬実用化試験成績

適用害虫名 使用量 使用時期 使用方法 シアントラニリプロールを
含む農薬の総使用回数

トリフルメゾピリムを
含む農薬の総使用回数

本剤の
使用回数作物名

稲
（箱育苗）

稲

ウンカ類、
ツマグロヨコバイ、
イネミズゾウムシ、
コブノメイガ、
ニカメイチュウ、
イネドロオイムシ、
フタオビコヤガ、
イネツトムシ

ウンカ類、
イネミズゾウムシ、
イネドロオイムシ

育苗箱
（30×60×3cm､
使用土壌約5ℓ）
1箱当り50g

高密度に
は種する場合は
1kg/10a（育苗箱
（30×60×3cm､
使用土壌約5ℓ）
1箱当り50～100g）

1kg/10a

は種時
（覆土前）
～

移植当日

は種前

移植時

1回 1回 1回

育苗箱の
上から均一に
散布する｡

育苗箱の
床土又は覆土に
均一に混和する

側条施用

2022年3月9日現在

◆ 使用時期：は種前から移植当日までいつでも使用できます。

◇ トビイロウンカに対する効果（移植当日処理） ◇ ヒメトビウンカに対する効果（播種時処理）

ゼクサロンパディート箱粒剤
50g/箱

２0

４0

６0

８0

１00

0
A剤
50g/箱

99.9 97.8

チョウ目害虫、初期害虫に
幅広い効果

薬剤抵抗性ウンカ類に
高い効果

ヒメトビウンカによる
イネ縞葉枯病の媒介を抑制

人畜毒性 普通物（毒劇物に該当しないものを指していう通称）

有効成分 シアントラニリプロール・・・・・0.75%
トリフルメゾピリム・・・・・・・0.75%

●床土または覆土に混和する場合、処
理後速やかに使用してください。ま
た、本剤を処理した床土または覆土
を放置しないでください。
●所定量を育苗箱中の苗の上から
均一に散布してください。なお、葉に
付着した薬剤は軽く払い落として
ください。
●苗を田植え機にのせる際、育苗箱の
土壌表面が乾燥している場合は
薬剤が落下するおそれがあるため、
散布後に葉に付着した薬剤を払い
落とした後軽く灌水してください。

●育苗箱（30×60×3cm、使用土壌
約5ℓ）1箱当りに乾籾として200か
ら300g程度を高密度には種する
場合は、10a当りの育苗箱数に応じ
て、本剤の使用量が1kg/10aまで
となるよう、育苗箱1箱当りの薬量
を50から100gまでの範囲で調整
してください。
●軟弱徒長苗、老化苗、むれ苗などで
は薬害を生じるおそれがあるので
使用をさけてください。

●側条施用をする場合は、粒剤が均一
に散布できる施用装置を装着した
田植機を使用してください。
●本田の整地が不均整な場合は、薬害
を生じやすいので代かきは丁寧に
おこない、移植後田面が露出しない
ように注意してください。
●本剤の使用に当っては使用量、使用
時期、使用方法を誤らないように
注意し、特に初めて使用する場合に
は病害虫防除所等関係機関の指導
を受けることをお勧めします。
●水産動植物（甲殻類）に影響を及ぼ
すので、河川、養殖池等に流入しな
いよう水管理に注意してください。
●散布器具及び容器の洗浄水は、河川
等に流さないでください。また、空容
器、空袋等は水産動植物に影響を与
えないよう適切に処理してください。
●保管…密封し、直射日光をさけ、冷
涼・乾燥した場所に保管してください。

処 理 日：6月16日（移植当日）
発生状況：少発生→多発生
調 査 日：９月２１日（移植97日後）
調査方法：５0株×3か所について払落し調査をした。

区制・面積：1区158.4㎡（4.8×33m）
播　　種：5月16日 6月16日移　　植：

2016年クミアイ化学工業（株） 佐賀県現地圃場（自社委託試験）
品　　種：さがびより

調査方法：30株×3か所について払落し調査をした。

処 理 日：4月24日（播種時覆土前）
発生状況：少発生
調 査 日：６月３０日（移植50日後）

区制・面積：1区450㎡（50×9ｍ）
5月11日播　　種：4月24日 移　　植：

品       種：コシヒカリ
2015年茨城県農業総合センター農業研究所 

【使用上の注意事項】

は種前＊

床土または覆土に混和する 育苗箱の上から均一に散布する

＊高密度は種施用には登録がありません

は種時 ～ 移植当日

防
除
価

防
除
価

無処理区幼虫数
813頭 /50株

ゼクサロンパディート箱粒剤
50g/箱

２0

４0

６0

８0

１00

0
B剤
50g/箱

97.6

84.7

無処理区幼虫数
28.3頭 /30株

◆ 適用害虫と使用方法

詳しい使い方、
登録内容とＳＤＳは
こちらから。

28,4E殺虫剤分類


